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|言莞

主主

蒙
一
植
の
人
口
と
農
業

菊

太

且E

回

序

号
一
回

家
彊
は
自
然
的
に
も
枇
合
的
に
も
穎
著
た
境
界
に
布
る
。
卸

ち
、
自
然
的
に
は
、
北
支
那
の
黄
土
高
地
及
び
黄
土
の
二
弐
的

沖
積
に
よ
る
北
支
平
原
が
、
蒙
古
高
原
に
移
ら
ん
と
し
て
、
数

僚
の
山
脈
が
中
に
盆
地
主
擁
す
る
所
、
西
北
側
は
乾
燥
せ
る
内

陸
排
水
地
域
に
屈
す
る
に
針
し
、
東
南
か
ち
域
内
に
亙
っ
て

は
、
不
安
定
で
あ
り
量
も
，
次
第
に
減
や
る
と
は
云
へ
、
夏
の
李

節
風
の
質
ナ
降
水
が
湖
梅
乃
至
黄
海
に
流
下
し
、
を
の
渓
谷
は

北
支
那
へ
の
通
路
と
友
街
。
枇
合
的
に
は
、
典
型
的
在
農
業
枇

舎
を
構
成
す
昂
漠
人
と
、
組
め
て
頑
同
に
遊
牧
生
前
を
和
持
す

る
蒙
古
人
と
が
、
己
白
地
域
で
接
御
す
る
。
主
と
し
て
穀
作
に

充
賞
さ
れ
た
畑
、
城
壁
・
土
壁
を
廻
ら
し
た
来
落
と
、
移
動
す

る
家
畜
群
並
忙
匂
と
は
、
極
端
た
割
問
主
一
不
す
詐
り
で
な
く
、

蒙
届
白
人
口
と
農
業

相
互
に
他
を
排
除
す
る
傾
向
が
著
し
い
。

か
や
う
に
境
界

k
に
位
す
る
た
め
に
、
種
々
の
注
意
す
べ
き

現
象
が
認
め
ら
れ
る
。
例
へ
ば
、
政
治
上
・
軍
事
上
に
於
け
る

蒙
彊
白
地
位
・
特
質
、
畜
産
業
の
現
況
と
照
来
、
亜
細
亜
内
陸

部
と
の
宗
教
的
商
業
的
閥
係
、
漠
人
の
山
川
商
業
と
農
業
的
進
出

等
で
あ
る
。
モ
の
内
、
と

L

で
は
、
最
後
の
賄
、
印
ち
.
漠
人
の

農
業
的
進
出
を
観
察
す
る
。
査
し
、
と
の
現
象
は
遊
牧
生
活
を

基
礎
と
す
る
蒙
古
人
の
直
接
的
友
排
除
或
は
同
化
を
意
味
し
、

蒙
古
人
と
漠
入
、
農
耕
民
針
す
る
遊
牧
ど
云
ふ
根
本
的
に
異
な

る
二
文
化
の
境
界
を
北
進
ぜ
し
め
、
自
然
の
平
衡
維
持
、
宮
源

の
善
用
と
も
密
接
攻
闘
係
を
有
ナ
る
か
ら
で
あ
る
。

漢
人
農
業
の
沿
革

所
調
寓
阜
の
長
城
に
は
数
線
あ
っ
て
、
渉
、
人
の
農
耕
地
帯
と

朔
北
の
遊
牧
地
帯
と
の
境
界
の
移
動
を
示
す
と
云
は
れ
る
が
、

清
朝
中
葉
以
前
に
は
、
直
隷
省
の
管
下
に
属
し
た
察
南
の
宣
化

近
傍
、
山
西
省
に
包
含
さ
れ
た
晋
北
の
大
同
附
近

E
除
き
、
現

在
D
蒙
彊
白
大
部
分
は
、
蒙
古
人
が
占
岨
慨
し
て
遊
牧
経
済
を
替

樺
五
十
巻

ノ、

五

九
七

第
五
観

蒙藤田自捧多田文男民、地哩串的に見売で蒙古(京拭帝大大l権主化研究骨編、
と丈化、 93頁以下)ο

2) 1.. J-1. D. Buxton: China， p. 163正

り事田氏、前掲 (101/2頁)



蒙
週
白
人
日
と
農
業

む
地
帯
で
あ
っ
た
。

清
朝
は
蒙
古
・
支
那
を
共
に
支
配
し
た
が
、
蒙
古
は
奥
悶
乃

五
君
合
園
、
支
那
は
領
土
E

と
明
瞭
に
匝
別
し
、
決
し
て
混
滑
E

許
さ
在
い
許
り
で
な
〈
、
支
那
人
に
針
抗
す
る
た
め
の
味
方
と

じ
で
、
蒙
古
人
が
そ
の
牧
地
に
闘
布
の
生
活
を
紘
品
す
る
や
う

優
待
し
、
保
護
を
奥
へ
、
家
古
は
所
謂
封
禁
白
地
と
し
て
、
模

人
が
商
業
に
赴
〈
揚
合
に
も
厳
重
在
制
限
を
加
ぺ
、
土
地
を
開

墾
し
農
業
経
替
に
従
ふ
己
と
は
禁
止
し
た
。

併
し
、
生
早
川
困
難
友
北
支
那
に
隣
接
し
て
蒙
彊
の
沃
地
が
存

在
す
る
と
き
、
支
那
人
の
開
墾
種
地
が
行
は
れ
る
の
は
、
水
の

低
き
に
就
〈
に
も
似
た
自
然
の
現
象
で
あ
る
。
即
ち
、
厚
和
平

原
開
拓
の
魁
に
あ
ら
や
や
と
推
測
さ
れ
る
所
白
、
明
木
に
越

金
・
郎
官
等
白
蓮
教
徒
が
漫
外
の
望
州
忙
駐
居
し
、
屋
居
間
作

し
、
衆
数
高
に
上
っ
た
己
と
を
始
め
、
康
肥
川
末
年
か
ら
薙
正
に

亙
る
期
聞
に
は
.
山
西
.
直
隷
、
山
東
等
の
農
民
の
口
外
墾
植
が

著
し
〈
増
加
し
た
。
清
廷
の
既
成
事
責
は
認
め
草
に
帥
川
市
市
を
戒

め
る
と
云
ふ
態
度
は
、
己
の
傾
向
を
防
遁
し
待
た
か
っ
た
許
り

で
た
〈
、
都
統
制
の
施
行
、
八
旗
の
駐
防
に
よ
る
漠
人
の
来
佐
、

第
五
十
巻

第
五
挽

九
丹、

大
一
二
六

軍
糧
の
調
達
、
蒙
士
山
人
の
生
前
向
上
に
件
ム
穀
類
の
需
要
‘
租
銀

の
欲
求
等
は
、
寧
ろ
之
を
促
進
し
た
。
ま
た
、
蒙
古
玉
会
か
ら
土

地
を
一
括
し
て
借
入
れ
、
分
割
し
或
は
海
概
設
備
を
施
し
て
小

農
に
料
費
或
は
貸
付
け
る
地
商
が
重
大
在
役
割
を
一
演
じ
た
。

農
民
そ
の
他
漠
人
の
居
住
が
増
加
す
る
と
、
蒙
古
在
来
の
行

政
組
織
以
外
、
漠
人
主
支
配
ナ
ペ
雪
官
聴
が
必
要
に
友
る
。
事
推

正
元
年
に
設
置
さ
れ
た
陽
化
城
府
・
熱
河
腐
、
同
一
一
年
白
張
家

口
廊
以
下
の
各
胞
は
何
れ
も
属
人
主
義
に
よ
っ
ナ
一
漢
人
の
糾
捕

に
任
じ
た
が
、
更
に
乾
隆
末
年
に
は
多
〈
州
・
燃
に
改
組
さ
れ
、

漢
人
の
租
地
を
支
配
す
る
を
名
と
し
て
、
費
は
蒙
地
を
支
那
本

土
と
殆
ん
ど
鑓
ら
む
模
人
の
土
地
に
鑓
じ
た
。

て
、
在
来
の
旗
地
帥
ち
蒙
古
人
白
土
地
、
州
燃
の
地
帥
ち
漠
人

と
h
h

に
五
つ

白
土
地
と
見
倣
し
得
る
己
E
E
L

を
つ
点
目
。

か
〈
事
貨
に
於
い
て
漢
人
の
墾
植
が
進
展
す
る
に
拘
ら
や
、

と
れ
を
禁
や
る
立
場
を
採
っ
た
清
廷
は
、

光
緒
年
聞
に
入
つ

て
、
そ
の
態
度
を
一
綬
し
、
積
紘
的
陀
漠
人
の
墾
砲
を
魂
閥
、
統

制
す
る
に
至
っ
た
。
と
れ
は
清
廷
の
政
策
が
朝
廷
本
位
・
満
洲

本
位
か
ら
漢
人
本
位
・
支
那
本
位
に
抑
ぜ
ざ
る
を
得
た
か
っ
た



と
と
、
静
岡
亜
の
皆
出
、

H
露
戦
争
等
に
よ
っ
て
殖
民
寅
溢
白

要
を
感
じ
た
己
と
、
放
墾
に
よ
る
牧
入
を
期
待
し
た
と
と
等
に

基
づ
〈
と
云
は
れ
て
居
り
、
具
閥
的
に
は
懇
務
機
闘
の
設
世
に

表
現
さ
れ
て
ゐ
る
。
と
の
種
機
闘

m
晴
矢
は
豊
鎮
・
涼
城
地
方

白
懇
地
を
統
制
し
、
抑
荒
を
徴
収
し
た
盟
加
』
押
荒
局
で
、
光
緒

八
年
設
世
、
十
一
年
撤
泊
、
二
十
五
年
再
開
さ
れ
た
が
、
更
に

十
八
年
比
は
兵
部
左
符
郎
胎
穀
を
欽
命
督
緋
蒙
族
墾
務
大
臣
に

任
じ
て
、
入
旗
牧
施
、
伊
克
昭
良
・
烏
前
祭
布
即
遊
牧
地
等
主

も
合
む
内
家
全
般
の
墾
務
を
統
轄
促
進
せ
し
め
に
長
り
、
伺
甘
岬
酌

盟
日
午
押
荒
品
各
地
の
墾
務
局
等
機
関
の
整
備
、
家
十
日
王
公
民
廠

の
奉
還
、
奮
鼎
型
地
の
整
担
、
東
路
公
司
・
商
路
公
可
在
ど
半
官

半
民
の
墾
務
公
司
の
組
織
荊
動
等
に
よ
り
、
地
域
の
位
置
・
沃

鶴皮
と、

主著
の 人
蒙の
地態
の E主
墾 tc
植 ょ
』主り

念ー
激律
に で
夜 友
展か
しっ
た')た
。と

は
-:r;; 
r¥  

全

民
国
成
立
後
は
、
五
族
共
和
を
名
目
K
寅
は
漠
人
の
一
大
下
と

拓
殖
の
促
進
は
益
三
苦
し
〈
、
続
々
牒
が
出

来
、
支
那
本
土
同
様
の
省
制
が
施
行
さ
れ
、
京
包
線
の
敷
設
、

満
洲
図
白
建
国
は
、
己
目
過
程
を
一
居
急
速
度
注
ら
し
め
、
モ

な
っ
た
か
ら
、

蒙
唖
白
人
口
と
農
業

の
結
果
、
家
漢
の
利
害
封
す
一
が
尖
鋭
化
し
、
今
吹
事
時
挫
の
有
力

友
一
動
機
と
な
っ
た
と
と
は
、
周
知
の
如
〈
で
あ
る
。

漠
人
の
副
党
舶
が
進
行
す
る
に
連
れ
て
、
牧
地
の
縮
少
優
良
牧

地
の
喪
失
に
よ
っ
で
、
地
主
古
人
の
遊
牧
生
前
が
根
底
か
ら
破
壊

さ
れ
る
と
と
に
た
り
、
農
耕
生
活
に
移
っ
て
漠
人
に
同
化
さ
れ

る
か
、

或
は
奥
地
に
移
動
す
る
を
飴
儀
な
く
さ
れ
る
。
従
つ

事
務
前
に
は
多
倫
北
方
よ
り
百
霊
廟
南
方
に
一
令
る
線
以

北
、
河
套
即
ち
オ
ル
ド
ス
内
部
が
家
・
百
人
の
遊
牧
地
帯
と
し
て

て、残
り
、
位
向
察
恰
繭
省
、
師
経
卒
際
、
後
套
平
原
、
河
套
周
縁
部

しは
7セ町、

0'" 支

男fl
本

" F古
λJ 
E 
区
別
し
科
在
ν、
漢
人
農
耕
地
帯
と
化

蒙
騒
の
人
口
構
成

上
に
略
述
し
た
や
う
に
、
蒙
援
に
於
い
て
は
、
漢
人
の
農
耕

地
帯
化
し
た
地
域
に
は
肺
抑
制
が
布
か
れ
、
家
古
人
の
遊
牧
地
帯

に
は
、
在
来
の
盟
旗
制
が
維
持
さ
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、
市
腕

人
口
は
撲
人
人
口
、
盟
旗
人
口
は
家
古
人
人
口
と
推
測
し
て
大

過
は
在
い
。
漠
人
・
蒙
古
人
の
外
、
漠
岡
が
匝
別
さ
れ
る
が
、

静
五
十
巻

六
三
七

樺
五
競

Ju 
九

長野博士、近代蒙古史研究、 98頁目下、 268買目下。同氏、蒙肯の品会止再来
(東洋史研究、静四告第四・五焼6頁以下)。安帯庫泊氏、清末に方かける線還の
開墾(滴蛾調査月報、第十八巻六班、第十九巻第一・二抗)0 Chang Yin.t'ang: 
Tbe economic developmen_~ and prospects of Inner Mongolia 抵印堂、英
文商北経済地理)， p. 167正

2) 



葉
直
白
人
口
と
農
業

第
五
十
巻

六
三
八

第
五
掠

察
綬
二
省
は
、
服
部
左
盟
旗
部
忙
分
れ
る
。
そ
し
て
、
面
積
人

G 
O 

そ
の
人
口
は
十
高
内
外
に
過
ぎ
十
、
殆
ん

E
締
ぺ
て
京
包
沿
線

の
市
銀
に
住
ん
で
、
食
料
品
供
給
を
業
と
し
て
ゐ
る
。

か
や
う
な
意
味
か
ら
、
市
勝
人

u
と
盟
旗
人
口
ー
と
を
針
服
す

口
の
統
計
は
、
正
に
問
題
と
友
る
蒙
古
聯
盟
国
ム
旧
政
府
D
管
下

に
つ
い
て
、
蒙
旗
私
墾
部
分
の
成
き
と
と
、
遊
牧
蒙
古
人
は
勿

る
な
ら
ば
、
装
組
政
樺
印
ち
家
士
山
聯
盟
政
府
の
麗
域
中
、
'
常
市

論
、
漠
人
の
商
人
農
民
も
移
動
が
激
し
い
た
め
、
特
に
不
五
確

はで
、資

家料
古に
大 よ
椀 り
の匝
数々
11[(2)で二
であ
あ る
る由三
。、

比
較
的
信
頼
し
得
る
も
の

自
治
・
晋
北
自
治
前
政
府
の
管
下
は
、
占
〈
か
ら
撲
人
が
住
居

し
て
、
全
部
腕
制
が
布
か
れ
、
蒙
占
聯
則
自
治
政
府
管
下
の
茜

地

域

華
南
自
治
政
府

晋
北
自
治
政
府

蒙
古
聯
問
自
惜
政
府

{

盟

旗

部

一

市

麟

部

奮
務
府
間
省

盟

旗

部

察
情
爾
盟
左
翼
凶
旗

錫

枠

郭

初

盟

四

牧

群

旗

嘱

部湿

原

ヰ110

第
一
表

商
積
(
方
粁
)

回
九
、
五
六
ニ

豆
口
、
六
六
一

九
九
口
、
七
九
口

蒙
彊
各
地
域
の
而
積
人
口

戸
数

-
一
六
口
、
五
一
言

ユーさ一、ユ
i
h
J五

き
口
、
五
六
口

圭
‘
青
八

回
一
塁
、
口
一
ニ

豆
、
一
見

-
一
、
七
一
九

六
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瓦
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九
・
八
一-一-AE

揖、相同軸岡氏著、蒙韮耳目望号源ξ組湾、 9買附Chang! ibid.， p. 170.和加竹
問。
東亜同文官殺行、新主那現勢要賞、 34'頁。
善隣協曾編、家古大概(昭和十三年版)、'90頁以下。
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五
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墨
田
、
和
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耳

三、吾一占
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入豆、ロ回昔

六回、(]五回

国五、[〕九七

ニ=、七九由
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E

一

醤
縦
建
省
牒
別
面
積
が
摩
兆
駿
編
著
、
経
遺
志
晴
、
=
一
五
頁
以
下
に
あ
る
外
は
、
昭
和
十
=
一
年
版
蒙
古
大
潮
に
掠
る
。

而

L
て
、
家
古
大
観
白
人
口
に
闘
す
る
数
値
は
、
市
勝
部
は
内
政
統
計
に
掲
げ
ら
る
る
一
九
三
三
年
ー
の
調
査
、
盟
旗

部
は

F

岡
、
吋
P

O

(
翠
凶
阿
曽

)
E仏
国

V
H
F
-
Z
耳
目
向

(
H時
附
)
H
V官
]
陣
営
自
{
吋
宮
内
}
H
5
2
0
4
0
2
因。

oy

su吋

F
E
m
w

同

V't)
に
由
来
す
。

右
去
に
よ
れ
ば
、
盟
旗
部
印
ち
蒙
古
人
人
口
は
三
一
二
、
六

七
六
人
、
蒙
彊
聯
胞
自
治
政
府
管
下
或
は
醤
察
続
雨
省
D
服
部

五
二
人
に
封
し
、

即
ち
混
入
人
口
二
、
四
九
九
、
四
八
四
人
或
は
三
、
八
六
五
J
ニ

三
了
五
劣
或
は
八
・
一
劣
に
常
る
o

勿
論

と
の
廓
部
人
口
中
農
業
人
口
は
奮
察
恰
雨
省
で
に
七
八
・
四

アζ 男玉
県、

旗務
部絞
に i主
も省
第で
二 は
表六
の入
漢・
人 O
を %
合に
む該
nl古1・
でず
ある
ると
拍ミ ヱマ
、l土

古道 A"l 
1也、3)

るま

比
率
を
示
す
に
至
っ
た
主
た
る
原
凶
が
、
務
人
の
農
業
的
進
出

と
之
に
並
行
す
る
家
古
人
の
人
口
減
少
(
第
三
表

と
は
、
疑
を
答
れ
な
い
3

第

表

経
境
盟
旗
に
於
け
る
蒙
撲
人
口

に
あ
る
と

闘民政府主計局統計島民岡二十一年の調査(満餓産業部編、北支那糎済綜親、
X伊頁所日1)。
民園二六年五月現在と Lて、経蒙斡要に事げらる、数値。
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主雲主減

押
遺
り
、
農
耕
・
遊
牧
岡
地
帯
の
境
界
を
念
激
に
移
動
せ
し
め

で
は
在
い
に
し
て
も
、
世
界
史
上
に
も
稀
友
現
象
で
あ
る
。
そ

る
が
た
め
忙
、
特
殊
友
注
意
を
悲
く
白
で
あ
る
。

し
て
苅
百
一
部
彊
に
進
出
し
た
漠
人
中
、
所
謂
経
商
者
は
蒙
士
白
人
心

存
在
を
前
提
と
す
る
に
封
し
、
墾
植
に
よ
る
設
展
は
、
遊
牧
地

蒙
彊
白
人
口
と
農
業

を
鑓
ヒ
て
耕
地
と
し
、
家
古
人
主
生
活
保
件
の
劣
っ
た
内
陸
へ

一
蒙
握
に
於
け
る
漠
人
農
業
の
特
徴

蒙
援
は
、
始
め
に
述
べ
た
や
う
に
、
北
支
の
大
平
原
及
び
黄

第
五
十
巻

六
回

館
五
部

O 
r 

賀揚重量、察盤蒙同組済的解剖(由政軒究合謹政叢書玉三)7/8、1.1買によるs) 



蒙
輔
の
人
口
と
農
業

主
同
地
が
蒙
古
高
原
に
移
ら
う
と
す
る
部
分
に
あ
っ
て
、
耕
地

は
緯
傾
斜
の
丘
阜
と
余
地
に
あ
る
が
、
何
れ
も
高
度
大
雪
〈
、

気
候
は
大
陸
性
で
、
寒
暑
の
差
激
し
〈
、
降
水
が
少
〈
、
且
つ

不
安
定
で
あ
る
。
ま
た
、
歴
史
的
に
観
察
す
れ
ば
、
最
近
に
悶

拓
さ
れ
た
地
域
で
、

ι口
の
膝
力
少
友
〈
、
土
地
の
徐
裕
が
多

ぃ
。
従
っ
て
、
己
の
地
域
の
農
業
粧
替
に
は
編
著
な
特
徴
が
強

想
さ
れ
る
が
、
そ
の
主
な
も
の
を
事
げ
れ
ば
、
次
回
諸
賠
で
あ

ら
う
。

( 

) 

大
地
舗
の
粗
放
経
営

未
だ
人
口
多
か
ら
ざ
る
新
開

地
で
、
大
市
揚
と
は
遠
〈
隔
っ
て
ゐ
る
閲
係
上
、
蒙
古
聯
盟
白
v
R

第
五
十
巻

Y三

回

第
五
腕

発
治
政
府
の
管
下
で
は
、
支
那
本
土
に
封
し
で
は
勿
論
、
察
南
十

O 
回

干 4、
ヨ三
且

蒙古大担、 3'5買目下。 たほ貸業部中国極構年鑑編纂番目曾綱、中岡髄湾年
韓、第三編、 T，頁以下事開。
J. L. Buck: Land山 lizationin白 ina(改誼世焼、バツ夕、支那白農業、28頁
以下)。

販
に
比
較
し
て
も
、
喪
中
抗
一
戸
営
り
の
耕
地
面
積
は
著
し
〈
庚

〈
、
肥
料
の
如
曹
は
殆
ん

E
使
用
せ
や
、
地
力
減
少
ナ
れ
ぽ
休

閑
又
は
放
棄
す
る
粗
放
的
注
経
替
が
行
は
れ
る
。
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士工 図ヨ 医事
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併
し
、
自
然
保
件
の
優
良
な
ら
ざ
る
地
域
の
存
在
す
る
と
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五二
七
・
三

うり人

了作工

主付等
ー面駐
↓積常Z玉ご二一ープミ
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一二回・六人

Z
口
Z
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作
物
牧
穫

高

指

数
農
家
一
戸
営
り
耕
地
面
積

高
最

長
商
都
一
生
・
究

費
勝
一
、
ニ
主
・
宗

小
葬
牧
穂
高

(

戸

川

内

引

い

)

合主 2g

大星・口入
二二 B. 7ミ jミ

(
畝
)

童最泊
源
三
・
五
五

和
林
格
爾
園
子
見

人
工
等
蚊
常
p

穀
物
生
産
等
教

(
庖
)一、五九亘

一、歪青山
一J百
二

七
八
七

と
、
後
に
述
べ
る
や
弓
に
、
土
地
白
分
配
が
樹
皮
に
不
平
等
な

2) 



と
ム
」
等
に
よ
り
、
農
民
の
生
活
版
態
は
必
宇
し
も
良
好
で
な

〈
、
民
困
二
十
二
年
白
「
祭
恰
繭
経
情
調
杢
録
』
に
は
、
『
毎

年
快
損
し
て
生
所
困
難
た
る
も
の
、
一
一
一
五
、
八
=
一
三
戸
、
五

九
九
、
九
六
四
人
、

即
ち
、

る
』
と
見
え
て
ゐ
る
。

( 

) 

凶
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険

丸品

支
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圭

土

水

稲

地

帯

小

姿

地

帯

春

委

匝

作

鹿小玉吉犬小

到

内
事
担
白
人
口
と
農
業

域物

全
人
口
の
三
分
の

骨
組
に
建
す

季
節
風
の
粛
す
夏
季
の
降
雨
が
不
安

子米黍梁望事委

牒

官

り

償
問
同
数

一一一・

o
一一・五

一子六
一一・六

民

会会突き252l麓
第
六
表

第
七
表

定
た
得
に
、
檀
紙
施
設
の
十
分
友
場
合
は
さ
ほ

E
で
も
な
い

由主

一
般
に
は
凶
作
・
飢
鎮
の
危
険
が
支
那
の
他
地
域
よ
り
も

一
唐
多
き
い
。
印
ち
、
パ
ツ
グ
の
制
査
結
県
は
第
六
去
の
数
値

を
示
し
、
中
央
農
業
医
寅
験
所
農
情
報
告
忙
よ
れ
ば
、
農
作
物

牧
穫
高
の
年
に
よ
る
費
動
は
、
第
七
表
の
如
〈
、
大
き
い
。

報
告
者
記
憶
の
範
山
囲
内
に
於
け
る
飢
僅
の
同
教
と
強
出
向

同

(

人

肉

白

食
は
れ
た
る
)

机
僻
鱗
続

期
間
(
月
)

主
要
作
物
牧
草
(
一
畝
常
り

阪
l
怜

側

同
一
一
一
年一一一六

一一一一
芸
西

二七
λ

一庄一一
一
六
三

同 E省

二三九一
二
二
年

一
回
三

一
六
七

一六一一五六
一
一
八

人
口
に
掛
ナ
る
百
分
率

移

備

J<.函=三 f主
車

粒:

斤
) 

民

|会三82l蕗
帝
五
十
巻 函八一五死

被
害
牒
作
付

面
積
百
分
串

六
七

五
匂

七
七

λ
六

同 l按

l言l話主計窪
六
回

l夫|合言実証

第
五
挽

O 
五

蒙古大頼、 3'5頁所理I。
ノマザグ、支部四農業、 40/1頁。
中国経済斗置、第三編、 T 3/4，7頁。.
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〉
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蒙
唖
白
人
口
と
農
業

濯
瓶
の
護
建

バ
ッ
ク
の
調
査
で
は
、
己
白
地
域
の

濯
概
耕
地
百
分
率
は
、
全
支
四
七
、
水
稲
地
帯
六
二
、
小
萎
地

帯
一
八
に
封
し
、
一
三
と
た
っ
て
ゐ
る
が
、
漉
慨
は
、
後
套
・

厚
和
の
平
原
そ
の
他
に
局
部
的
に
著
し
〈
帯
戸
建
し
、
降
水
，
oj
在

く
且
つ
不
安
定
で
、
礎
説
に
よ
り
生
産
力
が
甚
し
〈
高
ま
る
こ

心
地
域
に
於
い
て
、
農
業
殻
展
の
重
要
な
装
礎
を
在
す
。

後
套
の
開
墾
並
に
濃
紙
、
渠
築
浩
は
、
選
光
三
十
年
に
黄
河
が

河
道
を
援
じ
て
以
来
の
己
と
で
、
蛇
玉
・
侯
臆
魁
・
郭
敏
春
・
主
同

春
等
の
長
年
月
比
亙
る
努
力
の
結
果
は
、
大
渠
九
僚
、
小
渠

O
徐
僚
と
な
り
、
民
図
以
来
園
家
又
は
公
祉
の
手
で
管
迎
・
維

持
・
損
張
さ
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
厚
和
平
原
に
は
、
黄
河
よ
り
引

水
す
る
民
生
渠
、
大
黒
河
そ
の
他
の
河
流
を
利
用
し
た
渠
遁
、

地
表
下
一
五

i
二
O
吠
の
地
下
水
を
利
用
す
る
井
に
土
っ
て
、

濯
瓶
面
積
が
庚
い
。

四

大
地
主
制
度

蒙
古
王
公
か
ら
土
地
を
租
借
し
、
図

家
機
関
か
ら
排
下
げ
を
受
ザ
、
謹
概
施
設
を
行
ム
己
と
は
、
薄

資
白
支
那
農
民
の
及
ぶ
所
で
は
友
い
の
で
、
地
商
或
は
犬
訓
主

が
多
い
。

第
五
十
巻

六
四
回

鐸
王
挽

一O
六

地
商
は
、

一
民
戸
綿
と
も
云
ひ
、
土
地
の
仲
介
商
人
或
は
犬

地
主
で
あ
っ
て
、
家
族
に
一
定
の
租
を
納
入
す
る
と
と
に
よ
っ

で
、
抱
大
友
土
地
を
占
有
し
、
自
ら
地
局
を
設
立
し
て
と
れ
を

新
古
市
の
農
民
に
締
寅
又
は
輔
貸
す
る
。
私
懇
の
抽
出
展
並
に
渠
道

の
築
迭
は
と
の
地
商
に
負
ふ
所
が
多
い
。
弐
に
、
軍
人
・
政
客

の
占
有
に
院
し
た
土
地
が
多
い
。
例
へ
ぽ
、
臨
河
勝
で
は
地
主

の
五

O
%
は
軍
政
闘
係
者
で
あ
る
と
云
は
九
v

闘
錫
山
の
屯
墾

計
叢
で
も
、
附
附
校
は
地
主
と
し
て
生
活
す
ペ
き
も
の
と
さ
れ

た
。
第
三
に
、
刑
川
柳
廟
以
外
天
主
教
が
大
地
積
を
所
有
す
る
。

Z

人
主
殺
の
所
有
地
は
、
園
陸
事
件
の
賠
償
と
し
て
提
供
さ
ー
れ
た

賠
数
地
、
賠
償
金
の
代
り
に
提
供
さ
れ
た
四
成
地
・
四
成
梢
地

よ
り
成
り
、
溝
渠
の
修
築
管
理
行
周
き
、
生
産
力
最
も
高
〈
、

教
堂
所
在
地
に
は
普
通
三
割
の
小
作
料
を
納
め
る
数
十
乃
至
数

宵
白
農
家
が
集
っ
て
、
そ
の
教
育
・
裁
判
を
受
け
、
基
督
毅
図

を
形
成
し
て
ゐ
る
。

従
っ
て
、
後
套
始
め
葎
線
建
一
帯
に
は
土
地
の
集
中
著
し

〈
、
教
曾
地
五
高
頃
(
帥
ち
五
百
寓
畝
)
、
教
舎
の
所
有
す
る

蒙
旗
地
七
ノ
高
頃
を
暫
〈
問
題
外
に
置
い
て
も
、
干
頃
h

十
寓
畝
)

バッ夕、支那D農業、 39買。 7) 中園融関年陣、続編、T6頁以下o Chang: 
ibid.， p.I80伍 8) 安驚民、前掲(帯十八巻静六就)
中凶維持年鑑、績編、 G 101頁。 10) 賀揚盟、前掲、 IJO頁以下。
安時民、前掲(第十九巻、郵一瞬44頁目下)。戴林、後套臨両県系農村賞況(千家
駒編、中岡農村組消論文集、 595頁以下)。賀揚軍、前摘、 115頁以下。

6) 

9) 
II) 



頭も以
七凸上
戸はの
、五大

涼!京地
城約 j，
七百が
戸戸踊

、M
臨 安 ー に
河北三
二三戸
戸十
に一五
逮戸原
す J 、t亡

る，"j穣五
rzJ '~J位戸

み費
な十百
ら 三 頃
宇戸以

、上
隠包 ω

医
或
は
他
人
名
義
白
地
積
も
少
か
ら
宇
、
賞
際
の
耕
作
者
或
は

異
な
る
。

小
作
人
の
経
営
面
積
は
皐
在
る
卒
均
か
ら
の
想
像
と
は
甚
し
く

農
民
の
移
動
性

大
地
七
に
は
都
巾
居
住
者
が
多
い

(
五
)

が
d

耕
作
者
に
も
移
動
性
が
額
著
で
あ
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
北

支
で
は
人
口
過
剰
の
座
迫
激
し
〈
、
家
彊
と
農
繁
期
に
約
二
週

家
計
白
不
足
を
補
は
ん
が
た
め
に
、
故
郷
で
播
種
し
も
江
後
、
己

白
地
域
に
山
川
稼
い
で
耕
作
し
、
牧
穫
後
故
蜘
叫
に
阿
る
。
か
ゃ
う

に
季
節
的
移
住
の
範
曜
に
属
す
る
も
の
が
多
い
上
に
、
作
柄

治
安
闘
係
・
経
済
欣
況
等
に
よ
っ
て
、
耕
地
の
放
棄
・
愛
更
が

頻
出
す
ヲ
刷
。
か
t
A

る
農
民
の
移
動
性
は
、
四
千
年
来
の
農
民
が

先
祖
倖
来
の
耕
地
に
固
着
す
る
北
支
と
は
、
著
し
い
針
照
を
示

し
、
ま
た
人
口
調
査
を
甚
し
〈
困
難
な
ら
し
め
る
。

自
然
保
件
が
必
中
し
も
有
利
で
な
〈
、
賓
際
耕
作
者

(
ム
ハ
)

が
慨
し
て
窮
迫
し
て
ゐ
る
結
呆
、
農
業
経
楼
は
、
次
表
に
見
る

聞
の
相
違
が
あ
る
の
で
、
陳
西
・
山
間
・
河
北
等
の
農
民
は
、

古
四
一
幹
部
緩
雨
省
忙
於
け
る
主
要
作
物

如
く
、
北
支
と
等
し
い
顕
著
な
主
穀
農
業
で
あ
る
。

作

物

高士 11、嬬 利

親

家
瞳
白
人
口
と
農
業

蕎

察

爾

作

付

面

積

産

量
ヘ一

O
O
櫓
u
L
J

(
一
、
喜
怒
(
一
呂
、
富
斤
)

ニ一↓
4

-
Z
ハ

一
、
二
百
七

六一一
U

二
、
六
品
巳

第
八
表

韓葬葬組組

一四一一七

て
盃
口

六
六
回

一
、
六
五
ニ

恰

省
一
畝
常
り
産
量

(
斤
)

嘗
付

面

積

(
了
ロ
ロ
己
畝
)

一大口
-五吉一主ハ九二一

一六一一一

、 、
九九六
7c七七
ペニ[且 7c 

第
五
十
巻

こ産|器

量 l遠
)量

省
一
畝
常
り
産
量

(
斤
)

二、一日一口九

七
主
ニ

二
、
八
回
五

匹ヨ 吃コ ノ一、
二二 7i.7c 

六
四
五

努
五
識

O 
七

著書古士幌、 315頁。
Chang; ibid.， p. 179 
Chang 品目.p. 179・中岡鰻済年鑑、第三編、 T 5買。
巾園組沸年棟、第三編、 T 4，7買。

12) 
13) 
14) 
15) 



蒙
轟
白
人
口
と
農
業

王そ

の

他

甘馬大黒碗そ架大胡

主回

豆 穀

廊種類豆豆豆薯藷類米黍

鈴
'" 
4也

四一八

一二
J
互
口

回、九点口六四
九四二

一‘口一一主六九
五回口

一一七七
一四六一ゴ一一

liIi 

5 

八九亘

四」ユ一一二

回、五四八
四四七

七、主一一九

一、
O
九四一一七

三ー宝一一
一四口八回七

六一

支
那
農
民
が
車
一
る
環
境
に
於
い
て
も
経
鋒
方
式
守
一
殆
ん
ど
縫

更
せ
や
、
生
祈
様
式
と
共
に
在
来
の
粧
営
方
式
を
持
続
す
る
こ

と
は
、
種
々
の
意
味
に
於
い
て
注
意
に
位
す
る
事
情
で
あ
る
白

結

ー日

満
洲
建
図
後
、
北
支
過
剰
人
口
の
排
出
、
法
境
充
賓
の
た
め

の
阿
北
開
後
は
、
支
那
言
論
界
白
一
焦
貼
と
在
り
、
岡
氏
政
府

の
辞
済
建
設
計
叢
の
重
嬰
友
一
項
目
と
も
な
っ
た
が
、
そ
の
軍

一一ノ、プミ 一二

き天王モ交き宅三夫空元函Cコ

億
五
十
巻

五一

回、一口九

Z

J
ニセ
U

= ノ、

一 台一

三壬盃夫事

六
四
六

第
五
披

O 
J、

二回

瓦」ハ大七

六、一六七

実一五芸員

高員美童会

主歪圭金

E雪

回

期
が
墾
植
に
あ
り
、
出
家
古
人
自
贈
の
利
害
ム
」
正
面
衝
突
し
た
と

と
は
、
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
己
の
西
北
墾
舶
が
、
現
在
ま
で

如
何
な
る
経
路
を
辿
り
、

如
何
な
る
結
果
を
見
せ
て
ゐ
る
か

は、

h
来
瞥
見
し
た
如
く
で
あ
る
が
、

そ
の
賂
来
に
つ
い
て

は
、
可
能
性
副
ち
農
業
移
民
の
収
容
力
と
、
耕
地
化
が
溺
首
な

り
や
否
干
の
一
一
献
に
分
っ
て
、
考
察
し
得
干
ぅ
。

家
抵
或
は
西
北
支
那
一
帯
の
農
業
人
口
牧
容
力
に
就
い
て

は
、
叡
端
友
楽
観
設
と
徐
り
期
待
し
得
一
泣
い
と
す
る
意
見
と
が

Wang Ching-wei: China's problems and lheir solution， p. 129 ff. Tang 
Leang-li 且econsiructionin China， p. 317 ff. 



針
立
す
る
。
例
へ
ば
、
華
北
経
済
研
究
所
の
悶
北
経
憐
調
北
京
報

古
山
、
「
阿
世
忍
符
の
断
続
合
計
百
四
十
九
背
骨
方
里
中
、
山
岳
・
砂

漠

河
流
・
道
路
・
2

版
湖
等
主
除
け
る
残
徐
、
約
一
ニ
十
六

高
方
旦
が
開
墾
し
得
る
土
地
で
あ
り

一
方
里
を
丘
頃
凶
十
畝

と
見
れ
ば
百
九
十
四
高
頃
と
友
り
、
と
の
内
排
下
械
の
地
積
は

三
十
徐
高
頃
で
あ
る
。
従
っ
て
、
仮
に
一
戸
借
り
の
所
有
地

E

平
均
百
二
十
畝
、

一
戸
E
平
均
五
人
と
見
れ
ば
百
四
十
二
高

戸
、
七
百
十
高
徐
を
牧
容
し
得
る
」
と
云
っ
て
ゐ
る
。
己
れ
に

針
し
て
、
パ
ッ
ク
は
「
ベ
ー
カ
ー
の
支
那
可
耕
地
に
闘
す
る
過

大
評
価
慨
は
、
不
幸
に
も
、
支
那
に
は
英
大
友
淋
在
可
耕
地
が
あ

る
と
云
ふ
支
那
人
の
誤
解

E
助
長
し
た
憾
が
あ
る
。
静
在
可
耕

地
と
は
、
西
北
部
特
に
綬
遠
・
寧
夏
・
甘
粛
・
青
海
白
金
れ
を

意
味
す
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
諸
省
を
蔵
行
す
れ
ば
、
肥
沃
な

土
地
の
大
部
分
が
既
に
耕
作
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
気
付
〈
O

」

「
綾
還
で
は
、
ど
ん
な
に
見
て
も
長
業
に
は
泊
せ
宇
、
牧
畜
に

漉
官
在
土
地
が
掘
起
き
れ
耕
地
と
な
っ
て
ゐ
る
G

」
寸
西
北
地
方

へ
行
っ
た
と
と
の
な
い
九
は
、
大
地
域
が
植
民
を
待
っ
て
ゐ
る

と
想
像
す
る
。
然
る
に
、
嘗
て
行
っ
た
こ
の
あ
る
人
及
び
鑑
識

間
剤
師
岨
白
人
口
と
農
業

々 ら fl見
向 れ を
窓て以
見ゐて
でる見
あ と Tこ
る と 人
。川を L主
濯認
1慨識耕
施す作
設るに
の L 利

「皆と用
及云 L

ひ3)得
改、る

善ク土
レ j't1J

f主ツが
法シ非
の l 常
改亦陀
良略限

に
よ
っ
て
、
収
容
力
は
友
ほ
若
干
増
大
し
得
る
に
し
て
も
、
耕

作
の
北
境
が
甚
し
〈
不
安
定
た
部
分
ま
で
進
ん
で
ゐ
る
こ
と
に

徴
し
、
多
く
は
期
待
し
得
ま
い
。

共
に
、
開
拓
に
よ
る
耕
地
化
が
遡
常
な
り
や
否
ゃ
に
つ
い
て

も
、
否
定
的
た
結
論
に
到
建
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
主
友
理

由
を
事
げ
る
な
ら
ば
、
第
一
は
、
己
の
地
域
の
農
業
は
豊
作
の

揚
合
若
干
の
穀
物
を
京
津
地
方
に
俳
給
す
る
が
、
悲
し
く
不
安

定
で
、
飢
僅
が
頻
裂
し
、
特
殊
在
意
義
干
大
な
る
設
展
性
は
認

め
難
い
己
と
で
あ
る
。
第
二
は
優
良
友
牧
地
の
喪
失
に
上
る
家

古
人
の
牧
畜
衰
退
で
あ
る
。
一
家
古
人
の
牧
畜
は
甚
だ
原
始
的
で

品
種
思
く
、
冬
季
の
飼
料
不
足
、
疫
病
に
上
る
損
害
は
大
き
い

が
、
日
満
支
プ
ロ
ッ
ク
に
於
け
る
特
殊
資
源
と
し
て
帯
以
遠
せ
し

め
ら
る
べ
き
運
命
を
持
つ
。
然
る
に
、
優
良
な
草
地
の
耕
地
化

が
進
行
す
れ
ば
、
牧
高
波
展
の
基
礎
が
そ
れ
だ
け
失
は
れ
ざ
る

を
得
ま
い
。
第
一
三
に
、
草
地
の
耕
地
化
は
自
然
の
均
衡
の
彼
壊

第
五
十
巻

第
五
就

O 
九

万
四
七

日主問題研究骨師、劃華輯糟寄料、策二韓、 '3'百。
〆ツ夕、支那の農業、 207/8頁。
G. B. Cγ酬 y: China's geog阻 phicfoundations (三好氏課、支那の土地と入、
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)
)
〉

2
3
4
 



を
意
味
し
、
土
壌
の
飛
散
・
浸
蝕
・
流
失
に
よ
っ
て
、
己
白
地

ら域
しで
めは
る均却t
ヌ6~. :I'!lJ. 
ι の
で減
あ少
る を
。来

そし
し
て下

流
ーで
且は
耕洪
矛唖 7.1¥ 
化の
す被
れ害
~を
、大

長な

期
間
放
置
し
て
も
、
元
の
草
地
に
還
元
す
る
乙
と
は
悶
難
と
見

ら
れ
る
。

詞
ム
所
の
東
亜
新
秩
序
に
於
い
て
、
家
彊
の
地
位
特
に
そ
の

人
種
的
構
成
は
、
極
め
て
重
大
で
あ
り
特
殊
な
注
意
を
惹
く
。

と
の
人
種
的
構
成
並
に
産
業
構
成
に
最
も
基
本
的
友
影
響
を
及

ぼ
し
た
事
情
と
し
て
、
漢
人
の
農
業
的
進
出
の
概
況
を
一
瞥
し

党
所
以
で
あ
る
。


